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【ドバイ・グループの債務再編が進展】

ドバイの統治者に所有されている投資会社ドバイ・グループは、3年越しの交渉を経て銀行団と100
億ドルの債務再編について合意しました。順調に進めば、金融危機以降のドバイの政府系企業の

再編における大きなステップになると考えられています。

合意の内容によれば、ドバイ・グループは最大12年間に亘って、資産売却を進めて銀行団に支払

いを行うことになります。銀行団はシティグループ、フランスのNatixisの部門、地元のEmirates 
NBDなどから成ります。

以前合意に達した別の銀行団との債務再編の際は、1ドルあたり18.5セントの支払いで合意されま

したが、今回は合意の条件は明らかになっていません。

金融危機以降ドバイの政府系企業の多くで債務の支払いに問題が生じていますが、今回のドバイ・

グループよりも小さな案件では、債務再編の交渉は未だに続いています。たとえば皇太子妃が所有

しているZabeel Investmentsや、ドバイ・ホールディングス（ドバイ・グループの親会社）の別部門で

あるDubai Holding Investment Groupは未だに銀行団と交渉を続けています。

最近の経済の回復により、ドバイでは新たな資金調達が可能ではないかという希望も出ています。

ドバイの株式市場は年初来で30%以上上昇しており、ほかの貿易、観光関連の数値も上昇を示し

ています。金融危機以後にきわめて厳しい状況が続いた不動産市況についても回復の兆しがみら

れています。
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【カタールW杯の開催時期についての議論が再燃】

FIFAのブラッター会長が、カタールW杯について6月から7月にかけて開催するのは合理的ではな

いと発言して話題になっています。

カタール政府はすでに暑さ対策として最新鋭のエアコン設備を設けたスタジアムの建設を公約して

いますが、一方でワールドカップについては「スタジアムだけの問題ではなく、大会中に開かれる文

化的、社会的な活動も含めてワールドカップである」という意見も出ています。

冬の開催にすることは可能なものの、その場合欧州のリーグから強い反対が出ることが予測される

他、開催国であるカタール自身が冬への変更を申し出なければならないとされており、カタール政

府はそのような申請はできないであろうという見方が大勢を占めてます。

【エジプトが債券での資金調達を検討】

エジプトが早ければ2014年初めにも最大で120億ドルを債券市場で調達する計画を明らかにしまし

た。エジプトが海外の債券市場で資金調達をするのはムバラク大統領が追放されて以来初めての

こととなります。

エジプト経済については悲観的な見方もあり、今回の資金調達が仮に成功しても一時しのぎにすぎ

ず、また、資金調達計画も楽観的すぎるという批判も出ています。

一方で同国の外貨準備が危険な水準まで落ち込む中で、同国の株式市場は4月の安値から10%
近く反発しており、同国に投資機会を見出している投資家もいるようです。
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中東（ＧＣＣ）地域の株価推移

（各市場の直近6ヶ月）

【ご参考】

出所：FACTSET
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